
第 2回海洋情報フォーラム 参加者アンケート結果 

平成 26 年 4 月 

 

○アンケート回答率について 

 ・フォーラム参加者数 200 名 

 ・アンケート回答者数 113 名 

 ・アンケート回答率 56.5％ 

 

○アンケート結果について 

１．今回のフォーラムを知ったきっかけ  

 国土交通省のホームページ   11 名 

 海上保安庁のホームページ    6 名 

 国土交通省のメールマガジン    3 名 

 関係機関、団体のメールマガジン等  48 名 

 関係者、知人等からの紹介   40 名 

 海事プレス記事      2 名 

 その他        1 名 

 無回答       2 名 

        （計 113 名） 

 

２．今回のフォーラムに参加しようと思った理由（複数回答可）  

 海洋問題一般に関心があるから   60 名 

 政府や国土交通省における取組に関心があるから 55 名 

 パネルディスカッションに関心があるから  34 名 

プログラム全体に興味を覚えたから  27 名 

 その他       4 名 

 無回答       0 名 

        （計 180 名） 

 

  



３．今回のフォーラムの各プログラムについての感想  

【海洋調査・情報に関する取組の現状】 

①政府全体の取組について  

 とても参考になった   25 名 
 参考になった    64 名 
 普通     18 名 
 あまり参考にならなかった   4 名 
 参考にならなかった    0 名 
 無回答      2 名 
       （計 113 名） 

 

【海洋調査・情報に関する取組の現状】 

②総合海洋政策本部参与会議における検討状況について  

 とても参考になった   26 名 
 参考になった    65 名 
 普通     16 名 
 あまり参考にならなかった   3 名 
 参考にならなかった    0 名 
 無回答      3 名 
       （計 113 名） 

 



【海洋調査産業の可能性】 

① 海洋調査産業への期待と支援のあり方について  

 とても参考になった   32 名 
 参考になった    57 名 
 普通     20 名 
 あまり参考にならなかった   3 名 
 参考にならなかった    0 名 
 無回答      1 名 
       （計 113 名）  

  

【海洋調査産業の可能性】 

② 海外展開の可能性～ニーズ調査報告～について  

 とても参考になった   22 名 
 参考になった    57 名 
 普通     22 名 
 あまり参考にならなかった  10 名 
 参考にならなかった    0 名 
 無回答      2 名 
       （計 113 名）  

 

 



【パネルディスカッション】海洋調査産業の更なる発展の可能性  

 とても参考になった   37 名 
 参考になった    52 名 
 普通     10 名 
 あまり参考にならなかった   1 名 
 参考にならなかった    0 名 
 無回答     13 名 
       （計 113 名） 

 

  

４．今後も、一般公開の形で海洋調査・情報に関するフォーラム等の開催が必要と思いますか？

  

 必要     101 名 
 必要ない     0 名 
 どちらでもない     1 名 
 無回答      11 名 
       （計 113 名） 

 

 

 



５．本日、物足りなかった点や、深く議論して欲しかった点、今後検討して欲しいテーマ等 

(自由記述) 

（主な回答） 

・ 宇宙と海洋の連携について（今後の検討） 

・ 具体的な事業展開を聞きたい。開発に障壁はあるか。どうやって進めるかを聞きたい。 

・ 産業を支える人材育成の議論があっても良かったのでは。 

・ 海洋エネルギー（洋上風車以外） 

・ ビジネスモデルの紹介は大変参考になり、今後もテーマに取り上げて戴きたい。 

・ 本テーマの民間企業の関わり方 

・ 海外の海洋情報産業分野の事例。海外の海洋情報産業分野の成功会社紹介。 

・ 講演よりも、本音の話しが聞け大変有意義だった。 

・ 政府と民間との役割分担についてもっと議論が深められるとよかったと思う。 

・ この分野の欧米、中韓の取組と我国の立ち位置。 

・ 「海外市場への展開可能性」のテーマに対し、具体的なヒントを得られる事を期待したが、

残念ながら、まとまりある結論に至らなかった。 

・ 今日は海洋調達の関係のフォーラムであったが、今後、資源採掘の可能性についてもフォ

ーラムの開催をお願いしたい。 

・ 地球／資源／白嶺に搭載されている海外メーカーの技術情報。海洋に求められる日本メー

カーの育成に対する国の取り組み、方針等。（海外展開する為に） 

・ 官民の役割分担。国産化への取り組み。予算取りのテクニック。 

・ 海外展開における価格競争力、コストの低減。 

・ 海洋資源探査の技術開発ロードマップ／技術情報セキュリティ 

・ 海洋情報は、よく理解できました。 

・ 政府の取り組みについて、今後の見通しについて、より具体的な情報が欲しかったです。 

  

  

 

  



６．全体を通しての感想、または政府・国土交通省の海洋調査・情報に関する取組へのご意見等 

 (自由記述) 

（主な回答） 

・ 海洋開発について今後の具体的な計画、そして具体的な推進方法をお話しいただきたい。

どれくらいの資金を投下し、どのくらいの産業規模となるか。 

・ 民間の参加が多く、よいフォーラムだと思います。 

・ 海洋基本計画も 2 期目となり、海洋基本法制定時に比べて、海洋や海洋産業への社会的関

心もかなり高まっていると思われます。こうした中で、本フォーラムのような活動が継続

的に行われることは、非常に意義深いと思われます。今後ともよろしくお願いします。 

・ 人材育成について、国の取り組みも重要。 

・ 今回、すぐれた講演者を集めていただき、大変参考になりました。 

・ 国の政策はよく理解できたが、大学等の研究機関がどのように本テーマに参与できるのか、

具体的説明が欲しい。 

・ 20 年間の技術革新の遅れ。人材の育成の必要性等に関して、重要性を強く感じた。 

・ 防衛力整備と同等に重要な国家施策であるので、もっと本気で議論し、所要の予算を確保、

執行すべきである。 

・ 他省庁、民間との連携、一体的な実施をもっと進めてほしい。 

・ 今後、フォーラムでも、多くの研究機関・企業の方々の話が聞きたい。 

・ パネルディスカッションが長すぎと思います。テーマをもう少し絞っていただければ良か

ったと思います。 

・ この様なフォーラムを多数開催していただきたい。 

・ 海洋立国のため、何を急がなければ、そのポイントがもう少し具体的に知りたかった。 

・ 全体として大変勉強になりました。もっと若い方々も多く発言できると良いと思いました。 

 

７．回答者情報 

（1）性別  

 男性：102 名、女性：3名、無回答：8名 

（2）年齢  

20 代： 2 名  30 代：9名  40 代：22 名  50 代：34 名、 

60 代：37 名  70 代以上：6名  無回答：3名 

3）所属  

民間企業：30 名 関連団体：10 名  大学・教育機関：3名 

研究機関:7 名  国家公務員：6名  地方公務員：6名 

その他：3名  無回答：3名 

以上 


